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repressed condition) ，無機硫酸やシステイン等が存在すると酵素の合成は抑制される (repressed
condition) 。しかしこの場合，チラミン，オクトパミン， ドパミン，ノルエピネフリンなどが存在す
るとこの抑制は解除される (de-repressed condi tion) 。このように K. αerogenes のアリールスルフ
ァターゼは二つの異った条件下で合成される。
そこでまずこれら二つの条件下で合成される酵素をそれぞれ精製し，二つの酵素が同じものか異る
ものであるかを調べた。その結果電気泳動的性質，分子量，種々な基質に対する K闇値， Vmax 値がほ































の抑制解除物質とが全く一致すること，両者のチラミンによる生合成が同様な catabolite repression 
と ammonium repression をフけること，またアリールスルファターゼのチラミンによる抑制解除し
得ない変異株はすべてチラミンオキシダーゼを生成し得ないことなどが見出された。
このようにある一つの酵素の生合成の制御に他の特殊な酵素の遺伝子の関与することはきわめて興
味あることで，酵素生合成の微妙な制御機構を明かにした本論文は高く評価される。
よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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